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６月主題 「なにかな なにかな｣(０才児)、｢どれどれ｣(１,２才児) 

「さわってみよう」(3才児)、｢考えてみよう」(4,5才児) 

６月主題聖句 「見よ、それは極めて良かった」   創世記１章３１節 

 
今年はお泊り保育ではなく「すずらん組園外活動」と名前を改めて、津久

見まで行きました。お泊りが無くなった分、日中の活動に集中してがんばる
ことができたように思います。当日朝の湯布院は黒雲に覆われていました
が、高速道路から見える別府湾の向こう側の津久見のあたりには日が射して
いて、きっと楽しい一日になるだろうと思われました。そして実際のところ
とても楽しく活動できた一日となり感謝です。そのほかにも、すずらん組は
芋苗植えに行ったりOPAMに行ったりと忙しかったですが、どれも神様に守ら
れてすばらしい活動となりました。 

ところで６月の主題聖句は「見よ、それは極めて良かった」です。神様が
この世界と人間を造られて、すべてが完成した時の御言葉です。人によって
はこの世界がそんなにも良いものとは思えないという人もいるでしょう。戦
争や自然災害など、この世界への思いを暗くする出来事はたくさんあると思
います。また人によっては、自分自身がそんなにも良いものとは思えない人
もいらっしゃるでしょう。失敗も多く、自信がもてず、生きていることに喜
びを感じられない、そう考えられる方も世の中には多いと思います。そうい
う人にこそ是非、６月の御言葉を心に留めていただきたいと思います。神様
がこの世界を完成されたとき、見よ、それは極めて良かった、と語られたの
です。そう考えると、今まで悪いことばかりに見えていたものの中に良い一
面もあることに思い当たらないでしょうか？ 

ところで、神様が世界を創造されたというと、それは非科学的である、と
考えられる方もいらっしゃるかもしれません。しかし、もともと科学とは、
神様が造られたこの世界には、きっと秩序正しい法則があるに違いない、そ
ういう発想から生まれたものです。神様が造られ、「見よ、それは極めて良か
った」と言われたこの世界に、何か訳の分からないものがあったとしても、
その背後にはきっと何らかの意味があるに違いない、科学者たちはそう信じ
て研究を重ね、現代の科学体系を構築したのでした。わたしたちの生きる道
にも訳の分からないことがあると思います。受け入れがたく感じることもあ
るでしょう。でも、この世界もわたしたち自身も、神様によって造られ、そ
れは「見よ、それは極めて良かった」と言われるようなものなのです。否定
的に感じることの中にも、きっと何かの意味があるのではないでしょうか？ 

今月は緑の美しい自然の生命力があふれる月で、園の活動内容もいろんな
ことがありましたが、しばらくすると雨ばっかりの季節になることでしょ
う。雨だと気分が沈むかもしれませんが、その中にもきっとたくさんの神様
の恵みがあると思います。喜びをもって歩んでまいりたいと思います。 

202６年度 Ｎｏ.３ 
行 事 予 定  

◯  ６月 ３日（水）合同礼拝 

◯  ６月 ８日（月）英語（ゆり組・すずらん組） 

◯  ６月１０日（水）体操教室 

◯  ６月１５日（月）花の日訪問（アドニスホーム・午前） 

◯  ６月１７日（水）保護者会役員会（１９時～） 

◯  ６月１８日（木）花の日訪問（消防署・岩男医院・午前） 

◯  ６月１９日（金）避難訓練 

◯  ６月２２日（月）プール開き 

◯  ６月２４日（水）体操教室 

◯  ６月２５日（木）誕生会（保育参加） 

◯  ６月２９日（月）英語（すずらん組） 

◎  ７月 ３日（金）夕涼み会ごっこ 

◎  ７月 ８日（水）体操教室 

◎  ７月１０日（金）合同礼拝 

◎  ７月１３日（月）英語（ゆり組・すずらん組） 

◎  ７月２１日（火）避難訓練（起震車体験） 

◎  ７月２２日（水）体操教室 

◎  ７月２７日（月）英語（すずらん組） 

◎  ７月３０日（木）５歳児健診（ゆり組） 

◎  ７月３１日（金）誕生会 
 

 お 知 ら せ 

☆ 本園では「こども誰でも通園制度」を行っています。満三歳未満・他の園に通っていない・月１０

時間までという条件でご両親が働いていなくても通園できるという制度です。お知り合いの方でそ

のようなサービスを必要としている方がいらっしゃったらぜひ知らせてあげてください。 

☆ 給食費・保育料の口座振替をご希望の方は事務室まで気軽にお声かけください。 

☆ 園の駐車場の車の停め方についてですが、できるだけ多くの車が停められるように真っ直ぐに停め

ていただくようにお願いします。また、子どもの飛び出しには十分ご注意ください。子どもたちが

走り回ったりするのは大変危険ですので子どもたちから目を離さないように十分な配慮をお願い

いたします。 

☆ 本園には、保育コーディネーターとして大分県より認定された日野ますみ保育教諭・今給黎香保育

教諭が勤務しております。保育コーディネーターとは「特別な配慮が必要な児童や家庭に応じた専

門的な支援を行うとともに、関係機関と連携・協働して、適切な時期に適切な支援につなげること

ができる専門的保育者」（大分県 HP より）です。子育てのお悩み事があれば、お独りで悩んだり抱

えたりすることなく、ぜひ保育コーディネーターにご相談ください。 

☆ 【花の日・こどもの日】について・・・１８５６年にアメリカのマサチューセッツ州のレオナルド

牧師が、６月に子どものための集会を開いたのが発祥とされています。１８６６年には、６月第２

日曜日を「こどもの日」として記念することをメソジスト教会が正式に決定しました。信徒たちが

各家庭から持ち寄った花を教会に飾り、礼拝後、それらを子供たちに持たせて病院などを慰問する

習慣が定着しました。 

☆ 毎週日曜日、午前９時から９時３０分まで子どもたちの礼拝を行っています。静かな朝、神さまの

愛と祝福を受けるひと時を過ごしてみませんか。関心のある方は、黒田牧師までご連絡下さい。 

@ennpou Seiai (２０２６・６・１) 

 


